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市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　

早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
１
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
３
月
に
は
昨
年
の
「
天
明
鋳

物
」
の
地
域
団
体
商
標
登
録
に
続

き
「
天
明
鋳
物
生
産
用
具
及
び
製

品
」
が
国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
末

永
く
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
行
政
と

し
て
産
業
と
歴
史
文
化
の
両
面
か

ら
し
っ
か
り
と
後
押
し
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
２
０
２
６
年
度
に

休
日
活
動
の
半
分
を
地
域
ク
ラ
ブ

に
移
行
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

「
部
活
動
地
域
移
行
推
進
計
画
（
佐

野
モ
デ
ル
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

地
域
移
行
に
向
け
問
題
点
を
検
証

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

６
月
か
ら
、
市
民
の
検
診
・
健

診
へ
の
意
識
向
上
と
受
診
率
向
上

の
た
め
、
40
歳
以
上
の
方
の
大
腸

が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
の
自
己

負
担
を
無
料
化
し
ま
し
た
。
健
康

診
査
の
受
診
率
を
上
げ
、
健
康
寿

命
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
策
定
し
ま
し
た

「
国
際
防
災
拠
点
さ
の
」
の
整
備
方

針
を
踏
ま
え
、
８
月
に
は
市
が
目

指
す
防
災
拠
点
事
業
を
広
く
市
民

に
知
っ
て
も
ら
い
、
機
運
を
高
め

る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
は
２
０
２
６
年

か
ら
の
佐
野
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
盛
り
込
め
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
、
３
～
５
歳
の
第

２
子
の
副
食
費
と
認
可
外
保
育
施

設
に
通
う
第
２
子
以
降
の
保
育
料

と
副
食
費
を
無
償
化
し
ま
し
た
。

子
育
て
の
面
か
ら
も
選
ば
れ
る
佐

野
市
を
目
指
し
、
今
後
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
会

議
に
参
加
し
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
と
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
忙
し
く
な
る
年
末
、
体
調
に

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ

みんなが笑顔になれるように

成
16
年
、
大
分
県
竹
田
市
で
開
催
さ
れ
た

「
全
日
本
実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
50
歳

以
上
男
子
）」
で
の
出
来
事
で
す
。

　

０
対
５
で
迎
え
た
７
回
裏
（
こ
の
回
に
点
数
が

入
ら
な
け
れ
ば
敗
退
）、
し
か
も
２
ア
ウ
ト
。
ネ
ク

ス
ト
バ
ッ
タ
ー
ズ
サ
ー
ク
ル
の
俊
足
の
１
番
バ
ッ

タ
ー
と
、
采
配
を
振
る
う
中
村
さ
ん
と
が
目
が
合
っ

た
瞬
間
、
お
互
い
が
う
な
ず
き
ま
し
た
。
ベ
ン
チ

で
声
援
を
送
っ
て
い
た
選
手
を
中
村
さ
ん
が
代
打

に
起
用
。
そ
の
選
手
が
見
事
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
相

手
の
エ
ラ
ー
も
重
な
り
、
そ
の
後
、
見
事
逆
転
勝
利
。

　

中
村
さ
ん
が
赤
見
支
部
選
抜
チ
ー
ム
の
監
督
時

代
に
印
象
に
残
る
試
合
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
佐

野
ベ
リ
ー
ズ
」
で
采
配
を
振
る
う
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
も
、
全
国
大
会
、
関
東
大
会
で
何
度
も
優
勝

を
経
験
し
て
お
り
、「
自
分
も
選
手
時
代
ベ
ン
チ
ス

タ
ー
ト
の
経
験
が
あ
る
の
で
試
合
に
出
ら
れ
な
い

気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
分
か
る
。
エ
ラ
ー
や
三
振
は

し
た
く
て
す
る
の
で
は
な
い
。
た
く
さ
ん
の
選
手

に
試
合
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。
試
合
の
後
の

反
省
会
で
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
指
導
を
心
掛

け
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
行
わ
れ
た
北
海
道
で
の
全
国
大
会
、

東
京
で
の
関
東
大
会
出
場
の
話
に
触
れ
、
そ
の
間

家
庭
を
守
っ
て
く
れ
た
奥
さ
ま
に
対
し
、
感
謝
の

気
持
ち
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
小
学
校
の
学
童
野
球
か
ら
始
ま
っ
た
監

督
人
生
は
今
年
で
53
年
目
に
な
る
そ
う
で
す
。
子

ど
も
の
頃
指
導
し
た
選
手
た
ち
が
立
派
な
大
人

に
な
っ
た
今
で
も
「
監
督
、
監
督
」
と
声
を
掛
け

て
く
れ
る
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
意

味
が
今
回
お
話
を
伺
う
中
で
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

「
全
日
本
実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
で
見
事

逆
転
勝
利
を
収
め
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
代
打

の
選
手
は
10
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
そ
う

で
す
が
、
病
床
で
代
打
ヒ
ッ
ト
の
場
面
の
動
画
を

何
度
も
眺
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
チ
ー
ム
全
員
が

そ
の
選
手
が
病
気
に
勝
利
し
、
逆
転
と
な
る
こ
と

を
望
ん
で
い
た
の
に
叶
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と

中
村
さ
ん
は
目
を
潤
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

「
ノ
ッ
ク
バ
ッ
ト
が
振
れ
る
う
ち
は
、
勝
ち
負

け
よ
り
も
、
楽
し
く
、
そ
し
て
選
手
が
全
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
な
試
合
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
語
る
中
村
さ
ん
に
は
、
次
の
筋
書
き
の
な
い
ド

ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 　

（
市
民
記
者　

中
里
聖
子
）

中村　俊
と し ゆ き

之 さん

・�相互型地域スポーツクラブ佐野中央ス

ポーツクラブ会長

・�女子ソフトボールチーム「佐野ベリーズ」

監督

平

▲全国スポーツレクレーション祭ブロック優勝
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　自分では着ることがなくなっても、制服ってなかなか捨てられませ

んよね。まだ着られるのにもったいないって。

　北中学校エリアでボランティア活動している「スクールリユースリ

ボン」では、回収した制服や体操着をクリーニングや洗濯、補修をし

て必要としている人にリーズナブルな価格で提供しています。

　活動の拠点は北中学校のＰＴＡ活動用の部屋で、ボタン付けやゴム

の付け替えなどのメンテナンスや、事前に連絡のあった購入希望者の

対応をしています。

　家庭科のボランティアをしていた仲間が集まり、近隣市の同様なリ

ユースの施設を視察し、ノウハウを得ながら３年前に活動を始めまし

た。

　「リボン」という名前は生徒たちがつけてくれました。つなげる、

再生するといった願いが込められているそうです。

　現在の目標は、一緒に活動していただけるメンバーが増えることと

回収率のアップだそうです。回収ボックスは、北中学校学区内の小中

学校、犬伏地区公民館、城北地区公民館および市民生活センターここ

ねっとに設置してあります。回収ボックスには制服と共に活動に感謝

する手紙が入っていることもあり、活動して良かったとモチベーショ

ンが上がるそうです。「ごみも減らせるので、このような活動が佐野

市全体に広まるといいなと思う」とお話しされていました。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民記者　芝口明子）

ス クールリユースリボン
地道にコツコツ細く長く続けたい

スクールリユースリボン

インスタグラム

▲

　１０月２７日 ㈰ 、 佐野市国際クリケット場において第４８回

たぬまふるさと祭りが開催されました。

　今年も市内最大級のクリケットイベント 「エンバシーカッ

プ」 と同時に開催され、ハロウィン仮装大会やお化け屋敷、

抽選会、 ステージイベントなどが行われ、 多くの来場者で

盛り上がりを見せていました。

　祭りのフィナーレは、 初めての試みとなる 「スカイランタ

ン ®」。 暖かい色に包まれたランタンが田沼の夜空に上が

り、 会場を綺麗に彩っていました。

第 ４８回たぬまふるさと祭り
田沼の夜空を綺麗に彩りました　１１月9日 ㈯ 、 ニュージーランドのファンガレイ市へ１０人

の生徒を派遣した際の報告会が佐野市議会議場にて開催

されました。

　この派遣は１０月２０日 ㈰ ～２６日 ㈯ の７日間、 次世代を

担う本市の中学生に、 異文化体験を通して英語力やコミュ

ニケーション能力の向上、 グローバルな視野と感覚の醸成

などを図ることを目的として実施されました。

　報告会では、 派遣された生徒一人一人が、 ニュージーラ

ンドに到着した日から帰国までの日々や全体的な感想など

の報告を行いました。

フ ァンガレイ市中学生派遣事業報告会
未来への大きな第一歩
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